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令和5年度佐賀大学戦略的PSプロジェクト報告書 
（様式 3） 

令和 6年 3月 31日 
 

国際交流推進センター長 殿  

申 
 

請 
 

者（代表申請者） 

 
 
下記のとおり報告します。 

部 
職

氏 

局 名   理工学部  
名  教 授  

名   佐藤 和也  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

1. 大学間交流協定校 

（国・地域） 

チェンマイ大学（タイ・チェンマイ県），タマサート大学（タイ・バンコ
ク），カセサート大学（タイ・バンコク），コンケン大学（タイ・コーンケ
ン県），キングモンクット工科大学（タイ・バンコク），パヤオ大学（タ
イ・パヤオ県） 

2. 種 別 A国際共同研究型 B国際共同教育型 

3. 実施代表者 小島 昌一 
後藤隆太郎 
カーン・タウヒドゥルイスラム 
田中宗浩 
辻田忠志 
末岡榮三郞 
小田康友 

4. 所属・職名 理工学部・教授 
理工学部・教授 
理工学部・准教授 
農学部・教授 
農学部・准教授 
医学部・教授 
医学部・教授 

5. 連携部局 理工学研究科・農学系研究科・先進健康科学研究科 
理工学部・農学部・医学部 

6. 国際共同（教育）研究 

課題 

持続可能で健康的な都市・農村社会のための先進的教育インフラの強化 

7. 令和５年度の実施内容 理工学部 三島(伸)・小島・後藤： 
     チェンマイ大学建築学部 

Dr. Umpiga Shummadtayarを訪問(12/19) 
        修士研究審査会開催(2/2) 
        国際ワークショップ開催(3/24～30) 

      タマサート大学Dr. Pawinee Iatrakulを訪問(12/18) 
農学部 田中(宗)：キングモンクット工科大ラカバン校 学長・副学長， 

工学部を訪問(3/4～6) 
農学部 辻田：カセサート大学水産学部Dr. Narongrit Muangmaiを訪問(12/15) 
       チェンマイ大学Dr. Wannaporn Klangpetch Uenoを訪問(12/20) 
農学部 吉賀：カセサート大学農学部 

Dr. Chinnasri, Dr. Sasnarukkit, Dr. Noosidumを訪問(12/18) 
       コンケン大学農学部Dr. Nimkingrat Prakaijanを訪問(12/15, 16) 
医学部 末岡：パヤオ大学訪問(9/25-26) 
       国際交流シンポジウム実施(9/29) 

8.参加者数 
※参加者名簿（別添）を

添付 

参加者数  23名 

内、教員・研究者数 4名、学生数 19名 ※チェンマイ大学との国際ワ

ークショップ参加者数を示す。医学部の国際交流シンポジウム参加者数

はオンライン開催のため参加人数は不明。 
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9. 事業を通じて得られた 

成果及び今後の計画 
 

※事業実施の様子につい
て、写真を１～２枚程度提
供ください 

【成果】タイの大学(チェンマイ大，タマサート大，カセサート大，コン
ケン大，キングモンクット工科大ラカバン校，パヤオ大)への訪問，国際
共同教育研究を開始した。サンドイッチプログラムの試行として，修士
課程大学院生のチェンマイ大学へを半年間派遣し、チェンマイ大学教員
の指導も受け，修士研究を完成し，現地からオンラインで修士研究審査
会発表に臨んだ。また，タイの教員・学生を招き，国際WSを実施した。 
 
 
 
 
 
 
 

【令和６年度】 
タイへの学生派遣と受入れ継続、研究成果の国際会議論文投稿 

【令和７年度以降】 
継続的なプログラム実施、共同シンポジウムやワークショップの開催 

10. 支出額 金 額                             1,201,846円 

（内訳） 

謝金 0円 

旅費 1,168,884円 

消耗品費 32,962円 

雑役務費 0円 

11.  他の外部資金等への 

申請状況 

以下の二国間交流事業をJSPSに申請し、不採択となった。次年度も申請予定 
・都市文化遺産管理プラットフォーム：気候変動・観光の危機評価デジタル
ツインモデル（佐賀大学 理工学部 三島(伸)，チェンマイ大学 Natasit 
Srinurak 博士） ・・・不採択A 

・社会活動フェーズの異なる地域における医療課題の解析と、未病対策プロ
グラムの構築（佐賀大学 医学部 末岡，パヤオ大学 医学部 Rawangkan 
Anchalee博士）・・・不採択C 

 

12. 実施者アンケート 

本事業の満足度（5（非常に良い）～1（非常に悪い））：5 
支援経費は適切であったか（5（非常に適切であった）～1（非常に適切でなかった））：5 

次年度以降も本事業の実施を希望するか：希望しない 

そのほかコメント：令和5年度はプロジェクト実施期間が短かったが，ほぼ当初の計画通り実施出来

た。 

※欄内に収まらない場合、適宜、行を追加し、ページを増やしていただいても構いません。 
※写真は学内外へ発信する広報に活用するため、映っている方々からの使用許諾済みのものをお送りく

ださい。また、写真データ（jpg または png）の送付をお願いいたします。(Word 貼付けとは別に) 

  


